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研究成果の概要（和文）：　本研究は、仏教説話を、個別的な地域の文化あるいは地域間の文化交流の資料として扱う
のではなく、汎東アジア的な超域文化として捉え直す点に特色を有する。日本、中国、朝鮮、モンゴル、チベット、イ
ンドの各地域を研究領域とし、特にそれらの地域の言語を専門とする複数の研究者が、既存文献資料およびフィールド
調査によって基礎資料の収集につとめた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this reserch project is to reveal Buddhist narrative stories in a n
ew perspective. For the purpose we had the cooperation with the colleagues whose study fields are Japan, C
hina, Korea, Mongolia and India. We see Buddhist narrative stories as the pan-East-Asian culture.  
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究の目的は、インドから中国・朝鮮・
日本・チベット・モンゴル等東アジア全域に
展開した仏教説話の各地における受容と伝
播の様相を開明することにより、仏教説話を
汎東アジア的な超域文化としてとらえなお
す新たな視点を提供することであった。 
 仏教説話研究の資料は次の二つに大別し
うる。 
 （甲）一切経（大蔵経）に収録されるいわ
ゆる仏典中の説話 
 （乙）いわゆる仏典以外の文献にとりいれ
られた説話に大別できる。 
 （甲）については、漢訳仏典、パーリ語仏
典、梵語仏典等を資料としてその伝播変遷の
過程を追跡する研究がおこなわれており、今
後とりあげるべき資料は未だ多数あるとは
いえ、欧州の原典批判の手法を用いた研究方
法がほぼ確立されているといってよい。 
 一方で、（乙）に属す代表的な資料は我が
国の『今昔物語集』である。そしてそこに収
録される説話のいくつかの源泉資料が漢文
仏典に求められることはよく知られている。
このように、日本文化の一部をなす説話なら
びに説話集が、アジアの諸文化から多大な影
響を受けてきたことは明らかである。 
 しかし、なぜ『今昔物語』がこのように仏
教説話を受け入れたのか、そこに至る伝播の
過程はどうであったのか、また日本以外に同
じ仏教説話を受入れた地域があるか、あると
すればどのようなかたちで受容したのか、と
いうようなことについては従来の研究はあ
まり関心を向けてこなかったようである。こ
のことは日本に関してのみならず、東アジア
各地にみられる仏教説話研究についても同
様であろう。また、日本や中国の仏教説話研
究においては、複数の説話を比較してその異
同を検討したり説話の構造を論じたりする
研究は見られるものの、仏教説話によって仏
典におけるいかなる教義を伝えようとした
のかという観点からの研究はほとんど無い
状況であった。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、インドから中国・朝鮮・
日本・チベット・モンゴル等東アジア全域に
展開した仏教説話の各地における受容と伝
播の様相を開明することにより、仏教説話を
汎東アジア的な超域文化としてとらえなお
す新たな視点を提供することであった。 
 具体的には、各地域の仏教説話の内容分析、
各地域への伝播と受容の様相の分析、そして
それらを通して、その説話によってどのよう
な仏教の教義が伝えられたのか、ということ
を解明することを目指した。 
 なお、本研究は、将来的に「総合的研究」
へと発展させていくことを企図した基礎的

研究であり、アジア文化圏の相互連関の歴史
を仏教説話を通じて明らかにすることをよ
り先の目標としたものである。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は、日本、中国、朝鮮、モンゴル、
チベット、インドの一次資料を検討して、各
文化域に存在する仏教説話を比較対照する
という方法をとった。将来の「総合的研究」
へと発展させていくために、平成 23 年度に
は各文化域の仏教説話について、文献および
フィールド調査を通じて、比較対照を進めて
いくうえでの基礎資料を作成した。続く平成
24 年度、25 年度は、引き続き基礎資料を収
集するとともに、収集された基礎資料を汎東
アジアの視点から総合的に分析する研究を
推進した。 
 本研究は、日本、中国、朝鮮、モンゴル、
チベット、インドの各地域を研究領域とし特
にそれらの地域の言語を専門とする複数の
研究者が行う共同研究であるところに学術
的特色がある。これまでの仏教説話研究は、
各地域を専門とする研究者が各自の専門地
域の資料を中心として遂行するのが通常で
あった。しかし、汎東アジア的な視点から仏
教説話をとりあげようとするとき、各地域を
専門とする研究者による資料発見と相互の
議論が有効であり、それを通じて今後の仏教
説話研究にあらたな視点を提供することが
可能となる。 
 

 
４．研究成果 
 
 本研究は、仏教説話を、個別的な地域の文
化あるいは地域間の文化交流の資料として
扱うのではなく、汎東アジア的な超域文化と
して捉え直すことを提起する点に特徴を有
している。これまでの仏教説話研究は、各地
域を専門とする研究者が独自の専門地域の
資料を中心としてその上流の資料との比較
を行うのが通常であった。しかし、本研究は、
東アジアにおいて地域の枠を超えてひろが
る文化のひとつとして仏教説話を取り上げ、
仏教説話を新たな視点から研究することを
企図したものであった。日本、中国、朝鮮、
モンゴル、チベット、インドの各地域を研究
領域とし、特にそれらの地域の言語を専門と
する複数の研究者が、既存文献資料およびフ
ィールド調査による資料発見・収集・整理し、
基礎資料の収集に努めた。また、資料発見と
相互の議論を交えながら、共同研究して研究
を行った。その結果、仏教説話は、各地域に
応じて仏教の教義をふまえながら汎東アジ
ア超域文化として捉え直されることが可能
であることが明らかとなった。 
 本研究では、研究の成果報告書として、研
究代表者、研究分担者及び研究協力者の個別
研究の成果をおさめた『語言文化比較研究』



(Comparative Study of Language and 
Culture)（広島大学中国学プロジェクト研究
センター）第 2 号を 2014 年 3 月に刊行して
いる。 
 なお、本研究の研究組織は対象とする東ア
ジアの各地域に一名の専門の研究者を分担
者として配していたが、今後はより多くの資
料を取り上げるために、組織を拡大して研究
を継続する予定である。 
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